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・尾鷲市矢浜小学校で教員対象の英語研修において、小学校で英語を教える心構え、フォニック

ス指導法、海外での英語教育事情等を紹介させていただきました。 
（2017 年 8 月 30 日） 
・御浜町校長会で小学校英語教育や ICT の学習利用などを紹介させていただきました。  
（2017 年 9 月 27 日） 
・東紀州教育学舎に、特任教授として榎本和能、萩野真紀の２名が新たに着任いたしました。 
（2017 年 10 月 1 日） 
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三重大学東紀州サテライトは、三重大学が自治体と連携のもと地域の特色を生かした活動を展開

することを目指し、県下で２番目に設置された拠点です。東紀州サテライト東紀州教育学舎（以

後、「東紀州教育学舎」）は、昨年度から県立木本高等学校（熊野市）の旧南風寮３室をお借りし

（拡充予定）教育支援活動を始めました。 
2017 年 8 月に専任教員１名、10 月に特任教員２名が着任し本格始動しました。三重大学教育学

部の教員がそれぞれ専門分野の知識と経験を生かし、東紀州地域及び周辺地域の教育を様々な形

でサポートすることを目指します。 
                     

 

三三重重大大学学東東紀紀州州ササテテラライイトト  

東東紀紀州州教教育育学学舎舎      

〒519-4394 三重県熊野市木本町 1101－4 

Tel: 0597-89-7015 
Fax: 0597-89-7015  
E-mail: ono@edu.mie-u.ac.jp 
 

専任教員の紹介 

2017年8月1日に着任しました東紀州教育学舎専任教員の大野恵理です。

大阪市阿倍野区（ハルカスの近く）で生まれ育ち、大学卒業後に中学校で教

員を経験した後、イギリスやアメリカの大学に留学し、英語教授法（修士）

や ICT の学習利用（博士）を研究しました。アメリカでは、北アリゾナ大

学留学中にオリンピック前の全日本の合宿に来ていた北島康介選手のボラ

ンティア通訳を務めたことがあります。 
この 8 月より熊野市民となり、東紀州教育学舎に常駐しております。兼務

教員 3 名、特任教授 2 名の計 6 名一丸となって、東紀州地域の教育支援を

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
  

准教授 大野恵理 

 



 

 

小学校等 
英語教育支援 

 
2020 年の小学校外国語活動・外国語の全面実施

に向けて、いよいよ移行期間が始まります。 
「何から始めたらいいの？」「英語は苦手」「英語

は大学卒業以来」という先生方に授業をしていただ

くために、小学校英語を教える心構えや、英語の音

やイントネーションに慣れ親しんでもらう「フォニ

ックス」という指導法など、教員研修や出前授業を

進めていきます。 
中学校・高等学校等での外国語教育や国際理解教

育についても検討中です。 
（担当 大野、萩野） 

次号以降、様々な教育支援例や活動を本通信で紹介していきます。 
本サテライト事業は、国での国立大学法人機能強化促進費の助成を受け行っています。担当教員の専門

性を生かし、オンデマンド（学校や地域の要望に応じ）で、教育支援を行っていく予定です。 
お問い合わせやご相談は、本通信表面右下の電話かメールでご連絡ください。 

＝＝お願い＝＝ 
学校での支援活動では、本学や担当教員の研究活動にも結びつけるため、教員及び児童・生徒さんを対

象にアンケート等にご協力いただくことがあります（個人情報の取扱いには十分配慮し、校長先生等の許

可を得てからとなります）。 
実践で得た情報をデータ化して研究し、研究結果を発表することで「社会還元」を目指しています。 

 
 ～～東東紀紀州州教教育育学学舎舎のの活活動動がが    

    新新聞聞にに掲掲載載さされれままししたた～～  

① 「東紀州に学びの拠点を」 

・・・中日新聞くろしお版 2017 年 8 月 22 日（火） 

 

② 「木本高に東紀州サテライト」 

・・・毎日新聞熊野版 2017 年 9 月 9 日（土） 

 

③ 「教育支援始まる 地域活性化、サテライト

構想 東紀州の小中生や教員指導」   aa 

・・・毎日新聞三重版 2017 年 9月 12 日（火） 

フォトムービー 

制作支援 
 
三重大学教育学部では、コンピュータを用いて、

画像や絵をつなげ、声での語りや音楽を入れたフォ

トムービー作りが盛んです。授業や教員研修と幅広

く取り組んでいます。米国ではデジタルストーリー

テリングと呼ばれています。学校園で、先生方がム

ービーを作って見せることもできますが、児童生徒

が自らの体験（教科や学校行事など）を作品にまと

めると大喜びです。保護者や地域の皆さんにも喜ん

でもらえる活動になります。ノートパソコンを１５

台持って学校園などにおじゃまします。 

（担当 須曽野、大野、榎本、萩野） 

～～  おお礼礼  ～～  

 
三重大学教職大学院の現職教員院生第１期生

10 名が、尾鷲市内の４校（矢浜小、三木小、尾

鷲中、輪内中、各 1名）、熊野市内の３校（五郷

小、神上小中、新鹿小中、各２名）で、９月に

長期実習（２週間）でお世話になりました。地

域の特徴を生かした教育活動、少人数教育など、

多くのことを学ばせていただきました。 

お世話になりました学校や関係者の皆様、本

当にありがとうございました。 

＜三重大学 東紀州サテライト東紀州教育学舎 メンバー＞ 

専任教員：大野恵理  特任教員：榎本和能 萩野真紀 
兼務教員：須曽野仁志   磯野 巧   市川 俊輔 

 


